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金属材料の組織変化に着目した，非破壊材質劣化評価技術を 

開発しています。 

                   

金属材料に見られる転位や析出物，結晶粒界などの格子欠陥（原子配列の乱れ）の存在は，

硬度などの機械特性だけでなく，磁気・超音波特性にも影響を及ぼします。磁気・超音波特性

は対象を壊さず評価することができるため，非破壊に材質評価ができる可能性があります。 

磁気計測・電磁超音波計測を利用した，金属材料の非破壊材質評価技術の開発を行っています。

 

シャルピー試験片（角棒）測定用の電磁超音波計測システムの写真と模式図 

 

            

          機器構造物の供用期間中の劣化評価，老朽化設備の診断 

関連特許 
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